
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

経営学部主催 

国際ボランティアプログラム 

2014 年度秋学期 参加者募集要項 

ベトナム・ハノイ 

（Vietnam・Ha Noi） 

３月１日～３月１２日（１２日間） 

 

締め切り 
10 月 22 日 

18:00！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国際ボランティア参加者募集！ 
-あなたも海外でのボランティア活動を通じて社会に貢献しませんか？- 

ベトナム（ハノイ）ってどんなところ？ 

ベトナム社会主義共和国の首都であるハノイは、共産党本部があることから政治の中心地

として栄えている。近年は外資系企業の参入により経済活動が活発化し、日系企業の対ベ

トナム直接投資は件数・金額ともに第一位を占め、リーマンショック後も急速に発展を続

けている。急激な経済成長を遂げる一方、交通・エネルギー等の経済インフラ需要に対し

国内のインフラ整備は不足しており、ビジネス環境については更なる改善が求められてい

る。また、依然として農村部における所得水準は低く、地方の少数民族を中心に貧困層が

存在している。持続的な経済成長を達成する為には、環境汚染・破壊、地域間格差、保健

医療・社会保障の整備等に取り組んでいく必要がある。 

プログラムの特徴 

１．様々な障害を抱えた子供たちが通う施設で，現地の子供たちと触れ合い， 

老朽化した壁の修復等のボランティア       

２．水上スラム（Fisher Village）に住む女性たちの支援活動     

３．現地の大学生との交流（ハノイ貿易大学等）       

研修期間 

 ■事前研修（プレ・ワークキャンプ）：１２月６日～７日（一泊二日） 研修場所：東京都青梅市 

 ■現地研修：３月１日～３月１２日（１２日間） 

 ■帰国報告会：３月または４月（予定） 

 ■成果発表会：４月または５月（予定） 

研修費用 

約１５万円（概算） ※10月 8日現在の最安値の航空券等の費用を足した大よその金額 
 
①プログラム参加費：４６，０００円（NICEへ支払う年会費 5,000円/特別会費 34,000円/企画費 7,000円） 

②追加登録費：２６，０００円（現地受け入れ団体に支払う運営費/現地の活動・交通費等） 
 

■上記①②に含まれるもの：現地の食費・宿泊費・光熱費・交通費、ボランティア活動にかかる諸経費等 

■上記①②に含まれないもの：事前研修参加費、往復の航空券代、海外旅行保険代、パスポート取得代、 

その他個人的な費用等（自由時間における観光・交通・食費等） 

★経営学部から一人当たり３０，０００円の助成金が支給されます★ 

応募方法・提出書類 

 ■募集定員：１０名（最少催行人数５名）※プログラム参加者は書類選考により決定します 

 ■参加条件：①事前研修，帰国報告会，成果発表会に参加できること         

       ②学部指定の海外旅行保険に加入すること 

       ③保証人の同意を得られること 

       ④特別な事情がない限り予定された期日に出国し帰国すること 

 ■提出書類：①参加申込書 

       ②誓約書・保証人同意書 

 ■提出先  ：経営学部事務室（和泉・駿河台） 

 ■提出締切：１０月２２日（水）１８：００ 

 ■結果発表：１０月２８日（火）※経営学部掲示板および Oh-o!Meijiで通知します 

★本プログラムは「グローバル人材育成トラック」申請要件とします★ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Date Morning Afternoon Evening 

1 日目   13:00     研修先最寄り駅集合（移動） 

14:00-17:00  ワーク 

17:00-19:30  夕食準備・夕食・入浴 

20:00-20:45  利用者さんとの交流 

21:00-21:30  総括 

2 日目 8:00-9:00  起床・朝支度・朝食 

9:00-12:00  ワーク 

12:00-13:00  昼食 

13:00-16:00  ワークショップ 

16:00-17:00  掃除・総括・解散 

 

 

 

 

Date Morning Afternoon Evening 

1st  Arrival Day 

2nd  8:30-9:30 Breakfast 

9:30-11:00 Orientation 

12:15-13:15 Lunch 

13:30-15:00 Visit site, Discussion  

15:00-17:00 Back to Office 

17:00-18:00 Bath Time 

18:00-19:00 Dinner 

3rd 7:30-8:00 Breakfast 

9:30-11:00 Start working 

11:00-12:00 Lunch and back to office 18:00-19:00 Dinner 

4th 7:00-8:00 Breakfast 

9:00-11:00 Start working 

Cultural exchange + visit Ha Noi Dinner outside near Hoan Kiem Lake , 

 Visit night market 

9th 7:30-8:00 Breakfast 

9:00-11:00 Start working 

11:00-12:00 Lunch 

12:00-14:00 Break Time 

14:00-16:30 Manual Work 

17:00-18:00 Bath Time 

18:00-19:00  

Dinner and Evaluation 

10th Day Off 

11th Day Off 

12th Departure Day 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事前研修（プレ・ワークキャンプ）の内容 

一泊二日のミニ・ワークキャンプを東京都青梅市で体験します。プログラム参加者全員対象です！ 

環境・福祉・農業など、国際ワークキャンプ開催地で、実際のボランティア作業にチャレンジします。 

また、夜は希望者でパーティーを開きます！本番に役立つゲームやスポーツを通し参加者間の交流を深め

ましょう。 

※以下は昨年度のスケジュールです。 

宿泊先 

SJ Vietnam Office内の寮（予定） 

住所：Suit 903 – Building N01 – Linh Nam – Vinh Hung ward – Hoang Mai distinct – Hanoi. 

電話番号：+84-4-6284-5535 /+84-4-2215-4993 

FAX番号：+84-4-6284-5535 

キャンセル料について 

プログラム参加費（４６，０００円）については以下の通りです。 

 ＜本人の都合による場合＞事前研修前：１０，０００円を返金致します。 

             事前研修後：NICEに支払った参加費用は全額戻りません。 

現地の活動スケジュール 

※以下は昨年度のスケジュールです。 

緊急時（事故・病気・事件・交通機関の運行イレギュラー等発生時）の連絡について 

研修中は，現地で長く活動を続けている SJVのスタッフが同行します。緊急時は，SJVのスタッフと NICEのス

タッフがまず明治大学へ連絡し，その後保護者の方へ連絡，という方法を取っております。NICEは 1990年に

設立された NGO団体ですが，これまでに現地に到着できなかった方は一人もいらっしゃいません！遅れてしま

う場合等の連絡先は事前にお渡しします。柔軟にご対応いたしますのでご安心ください。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
問い合わせ先 

明治大学 経営学部事務室（和泉・駿河台） 
電話：（和泉）03-5300-1150 

   （駿河台) 03-3296-4194 
E-mail: keiei@mics.meiji.ac.jp 

NICE（Never-ending International workCamps Exchange） 

本プログラムの実施団体です。1990 年に設立、日本を中心に国内・海外ボランティアの各種ワークキャンプを主催する NGO で

国連・CCIVS に加盟し（現副代表）、世界で 1・2 を争うネットワークを持っています。日本全国・世界各地の人々とともに、多

様な生態系・文化・個性が生き生きと有効共存する地球社会を開拓しています。 

SJV（Solidarites Jeunesse Vietnam） 

本プログラムの現地での受け入れ団体です。2005 年に設立され、長期ボランティアや環境・修復等の専門活動も展開している。情

熱を持った活発なメンバーとスタッフが揃っている。 

Q）各機関（明治大学，NICE，SJV 等）の役割について。 

A）プログラム全体は明治大学経営学部主催ですが、事前研修・現地研修プログラムは明治大学経営学部のリクエストした内

容を基に，NICE が企画し主催するものです。また，SJV と NICE は国連・ユネスコのネットワーク中のカウンターパートナ

ーです。研修期間中は学生さんの主体性を重んじるために，基本的には学生グループと NICE より派遣されたキャンプリーダ

ーによって活動を進めていきます。 

 

Q）現地での取りまとめは誰が行うのか。 

A）①プログラム進行：NICE スタッフ  ② ワークコーディネート：SJV スタッフ   

③文化紹介等各企画：明治大学参加者の中の有志リーダー 

作業指導については、各活動先の NPO スタッフが行います。注意点等の案内もありますので、 

指示に従って活動しましょう。 

 

Q) 現地に日本語を話せる人はいるのか。 

A) 日本語の話せるコーディネーターが１名同行しますが、プログラムの進行は英語です。学生の皆さんの主体性を重んじるた

め，コーディネーターは補助的な位置づけであるとお考えください。 

 

Q) 食事はどのようにとるのか。団体・個別どちらでとるのか。 

A) 現地で支払う滞在費の中に食費も含まれています。滞在中は係分担をし、生活班を作って行動します。 

持ち回り制で食事担当班を設けますので、その日の担当になった方々は、献立の相談や食材の調達（マーケットまで徒歩 30

分程度）、そして調理までをお願いします。自炊経験のない人でも、負担のかからないよう 

グループで協力しながら食事を作ります。食事の際は、原則全員で一斉に食べます。 

 

Q) 携帯は持参すべきか，現地調達にすべきか。 

A) 研修中は団体で行動しますので集合場所・集合時間をきちんと守って頂ければ基本的に必要ありませんが、緊急時の連絡手

段として念のため持参することをお勧めします。どうしても携帯以外の方法で現地から自宅に連絡を入れたいという場合は、

現地 NGO のオフィスでインターネットにつながった PC を借りることも可能です。（使用時間厳守） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

よくある質問 

日本以外の文化や社会問題を見てみたいと思い、このプログラムに参加しました。食事
や生活様式は日本とは大きく異なっていて新鮮でしたし、現地の大学生との交流では彼
らの活気や意欲に刺激を受けました。また、福祉施設では色々な子どもたちと折り紙を
したり外で遊んだりと、普段ではすることのない体験ができました。 
 様々なプログラムの中で特に印象に残ったのは、水上スラムに住む人々の生活を見さ
せてもらったことです。彼らが厳しい環境の中でどのように生活しているのかをテレビ
やインターネットではなく直接肌で感じられ、貴重な経験をすることができました。 
 私は国際ボランティア活動を通じて、もっと世界の国々の文化や出来事について色々
知りたいと思うようになりました。これからは日本だけでなく、世界の社会問題にも積
極的に目を向けていきたいと思います。そして、機会があればまたこのようなプログラ
ムに参加してみたいです。 

経営学部 3 年 溜 翔貴さん  水上スラムの厳しい環境 肌で感じる  

参加者の声  
 


